


現実の多くのシステムはシステム部品同士の自律的なインタラクションの結果として、部品だけでは持ちえなかった機
能を持ちます。例えば、脳は神経細胞同士の電気的・化学的相互作用により、高度な情報処理を可能にします。また、多
くの種の生物は個体同士のやりとりにより、集団としての機能を持ちます。システム部品間の微視的なインタラクション
により、システム全体の巨視的な時空間的構造が創発する現象を自己組織化といいます。一方、システム全体に環境から
の拘束がかかった上での部品間のインタラクションにより、部品レベルで、あるいは、部分システムレベルで新たな機能
が発現（機能分化）することがわかりつつあります。この拘束条件つき自己組織化は、インタラクションシステムにおい
て部品がいかに機能分化し、新しい情報の創発エージェントになりえるかを研究する上での基盤となると考えられます。
本研究課題では、複雑な環境とインタラクションすることで機能分化し、環境に即時適応する人工システムを構築する

ことを目標とします。そのために、

の課題を、脳領域間、個体内や個体間、集団内や集団間のインタラクションを解析することで解決していきます。これら
の各レイヤーに共通の機能分化の原理をもとに各レイヤーで出現する情報構造を解析し、階層性の創出機構を機能分化の
創発原理として定式化することで、インタラクションの新たな理解を提供します。それとともに、それを共生社会におけ
る人工システムや新たな社会コミュニティの設計に活用することを目指します。
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